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A グループ 

 岩瀬 信廣さん 今年開催された洞爺湖サミットでは、地球環境・食糧危機がテーマとなった。個人的には、住民会議でも「環境・食料（農）」を重点に議論されたらと願望したが…。今後、この住民会議の議論を活かすには、行政と住民の「協働」が不可欠だと思う。その道が着実に開かれるか注目したい。     魚住 俊文さん 今回の住民会議に参加させていただき私が感じたことは、参加者の皆さんがその道のいわば功労者で、様々な草の根運動がこれまでも続いていることです。その中の一輪の花がこの住民会議という場で結実したような気がします。今後もみんなで“長久手”の未来を考えていきましょう。有難うございました。 

 清野 順市さん Ａグループは「万博の理念を継承するまち」をテーマに田園バレー事業の実績を活かした「川と農の再生」、特に長久手東部地域に点在する休耕田・畑の再生について討議された。また、香流川の整備についても話し合われた。 万博理念の継承から長久手小に保管されている古い農機具を一般開放に向けて検討してほしい。    羽渕 伊平さん 昨春から香流川の清掃をしている。都市化が進む中で川の自然、生態系は壊れ瀕死の状態にある。これをいかに再生し保全保護すればいいか、今回の住民会議で強く考えさせられた。長久手は「自然との共生」に取り組む「環境モデル」としての条件を充分に備えている。これからの１０年に期待したい。 

 松平 俊慶さん 未経験者がいても野菜作りが楽しめる観光農園的な施設があれば、多くの人達が気軽に参加でき、結果、里山保全・地産地消・低い自給率の自覚にもつながるのではないかとの気持ちからこの会議に参加できたことは大変有意義でした。今後、若い人達の意見を多く取り入れ、多くの人達が楽しめる環境作りを期待しています。 
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 松原 清美さん 検討中のマスタープランを実現するためには、１人当たりの CO2 発生量の現状と目標値や実績値、具体的改善例の効果などのほか、ごみ削減、農業再生も同様に把握し、それらと町の施策をリンクすることが必要です。この達成には、革新プロジェクトの公募、実施支援、個々の家庭での改善にも手厚い支援が必要だと思います。 

  

   
B グループ 

 浅岡 弘子さん 休みがちの参加でしたが、皆様の意見に感心したり、納得したりと、いろいろお勉強させていただきました。  より良い「まちづくり」という目的の中で、あまりお役に立てなかったのではと思いますが、これからも一住民としてこの事に大いに関心を持ちたいと思っております。    石原 誠さん この住民会議に参加して、こんなに熱い議論がされるとは思っていませんでした。参加された方々に共通しているのは（当然私を含め）長久手町が好きで、そしてさらに長久手町を活性化させたいという思いを持っていたということです。この住民会議が少しでも長久手町の未来に役立つことを祈るばかりです。 

 瀬川 典子さん 子どもや高齢者と関わりの多い立場で活動している現在、子どもの育成環境や高齢者の生活環境の変化に痛感させられます。核家族で共働き夫婦が多い中、子どもが下校後面倒を見てくれる場所が少なく、学童保育所やトワイライトを充実し、安心安全で犯罪のない明るいまちづくりに、住民と行政の協働組織で推進していきたい。  
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 丹澤 啓吉さん 全員が長久手町を真に愛していることを実感しました。まちの未来について自由奔放な発言が飛び交い、楽しいひとときでした。いっそ町議会にも裁判員制度のような一般参加を取り入れれば町の活性化はもっと進むと思います。そのためには行政の迅速かつ正確な情報公開が望まれます。 

 樋口 ひろみさん 個性溢れるメンバーの方たちはもちろん、職員の方たちの町づくりにかける熱い思いに触れ、毎回多大なる刺激をいただきました！  長久手はコンパクトな町ながら、誇れるものがたくさんあるということ、また何より、熱くて面白い人材の宝庫だということを発見し、あらためていい町だなと思いました。    藤森 幹人さん 環境の世紀に、リニモを軸とした住みよい長久手に変わることが大切と強く思います。それが同時に、高齢になっても“花のある暮らし”ができるまちづくりにつながるのです。この住民サミットは短い時間でしたが、素晴らしい町民の方たちと話をした成果です。やはり、長久手の宝は“人材”です。  

 松原 勝征さん 住民サミットに参加して、どのメンバーもこの長久手町を強い心で愛し、活発に議論していたと一番強く感じました。私はこの地に生まれ育った１人として改めて思い知らされた気がしました。今後、この会議の提案にもある「誰もが住みたいまち」と思えるよう協力したいと思います。     
C グループ 

 伊藤 弘繁さん  名古屋東部に位置し、緑も自然も残るコンパクトシティ、それにも増して文化施設にも恵まれている。生産（農業、工業）の場でもない本町にとって文化度の高いアートシティを目指して住民全員参加型の住んで良い街を目指すべきでしょう。今回メンバーのみなさんの大変意欲的な発想を頼もしく思いました。 
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